





















デヒド固定標本( 9 , 10, 12, 15及び18週齢一東北大学大学院歯学研究科研究倫理専門委員会にて使用承認済
-)を用い, 5〃m厚のパラフィン包埋連続切片を作製し,へマトキシリン･エオジン(H･E)染色を施し,
光学顕微鏡にて観察した｡ 18適齢の標本については, 20FLm厚水平断連続切片を組織学的に検討し, Delta
viewer2.1を用いて三次元構築を行った｡下顎骨の観察部位を,オトガイ孔を中心に, ①オトガイ孔より後方
領域　②オトガイ孔周辺領域　③オトガイ孔より前方領域の三領域に分けた｡①オトガイ孔より後方領域では,
メッケル軟骨は膜性骨化により発生する内側板に囲まれるように下顎骨と近接するが,接触はしていなかった｡
②オトガイ孔周辺領域では,メッケル軟骨は下顎骨と近接するが,接触はしていなかった｡オトガイ孔後方領
域とは異なり,メッケル軟骨内部には肥大化した軟骨細胞が観察されることもあった0 ③オトガイ孔より前方
領域では,メッケル軟骨内部の軟骨細胞が肥大化して軟骨性骨化が観察された｡すなわち,メッケル軟骨内に
血管性結合組織が侵入し,軟骨を吸収している多核の破軟骨細胞の存在が認められ　さらにその隣接した部位
には骨芽細胞による規骨形成も観察されたo　また,軟骨周囲には膜性骨化も見られた.さらに18適齢でのメッ
ケル軟骨の三次元構築では,メッケル軟骨はオトガイ孔の前方で後方,頬側にUターンし,直ちに再度,前上
方に向かって反り返るように進路を変え,ジグザグ状に走行し正中部のオトガイ結合部に至り,乳犬歯歯豚付
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近からメッケル軟骨の周りを囲むように下顎骨が形成されることが示された｡本研究で,下歯槽神経がオトガ
イ枝と切歯枝に分岐する将来のオトガイ孔より前方領域において,下顎骨形成にメッケル軟骨が直接的に関与
している可能性を示唆する所見が得られた｡以上より,従来の報告とは異なり,ヒトのメッケル軟骨はオトガ
イ孔より前方領域で軟骨性骨化し,下顎骨形成に直接的に関与すると考えられる｡
審　査　結　果　要　旨
ヒトの発生過程において,メッケル軟骨が下顎骨の形成にどのように関与しているのかは末だ明瞭ではない｡
本研究はヒト下顎骨の発生とメッケル軟骨との関係をヒト胎児の4%パラホルムアルデヒド固定標本(9,
10, 12, 15及び18週齢一東北大学大学院歯学研究科研究倫理専門委員会にて使用東認済-)を用い,詳細に組
織学的に検討したものである｡ 9,10,12,15適齢の標本は5〃m厚のパラフィン包埋連続切片を作製し,へマト
キシリン･エオジン(H･E)染色を施し,光学顕微鏡にて観察し,また, 18適齢の標本については, 20〝m厚
で水平断連続切片を組織学的に検討すると共に, Delta Viewer2.1を用いて三次元構築を行っている｡
本論文によれば,下顎骨オトガイ孔を中心に, ①オトガイ孔より後方領域　②オトガイ孔周辺領域　③オト
ガイ孔より前方額域の三領域に分けて観察したところ, ①オトガイ孔より後方領域では,メッケル軟骨は膜性
骨化により発生する内側板に囲まれるように下顎骨と近接するが,接触はしていなかった｡ ②オトガイ孔周辺
領域でのメッケル軟骨は下顎骨と近接するが,接触はしていなかった｡しかし,オトガイ孔後方領域とは異な
り,メッケル軟骨内部には肥大化した軟骨細胞が散見された｡ ③オトガイ孔より前方領域では,メッケル軟骨
内部の軟骨細胞が肥大化してメッケル軟骨内に血管性結合組織が侵入し,軟骨を吸収している多核の破軟骨細
胞の存在が認められ軟骨性骨化が観察された.さらにその隣接した部位には骨芽細胞による類骨形成も観察
された｡また,軟骨周囲には膜性骨化も見られた｡さらに18適齢のメッケル軟骨の三次元構築では,メッケル
軟骨はオトガイ孔の前方で後方,頬側にUターンし,直ちに再度,前上方に向かって反り返るように進路を変
え,ジグザグ状に走行し正中部のオトガイ結合部に至り,乳犬歯歯豚付近からメッケル軟骨の周りを囲むよう
に下顎骨が形成されることが観察された｡
これらの詳細な観察により,下歯槽神経がオトガイ枝と切歯枝に分岐する将来のオトガイ孔より前方領域に
おいて,下顎骨形成にメッケル軟骨が直接的に関与している可能性を示唆する所見が得られている｡
以上の所見は従来の報告とは異なり,ヒトのメッケル軟骨はオトガイ孔より前方領域で軟骨性骨化し,下顎
骨形成に直接的に関与するという新しい知見を明確に見出した研究である｡よって本論文は博士(歯学)の学
位授与に値するものと認める｡
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